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9 時 30 分から 17 時 0 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
人の育成を事業領域とし、還元を存在意義とし　使命である”働く幸せ”を行動の継続を通して
関係者に価値を提供し、「強さとや優しさが循環する社会」の実現をもって『解散』する

支援方針

～やってみようが生まれる場所。できたが広がるつながり。～
『できた』こどもたちが自分の力をしんじられるように　『つながり』家族や地域、未来の自分とつながるために　『やりたい』好きなこと、興味関心を大切にするために
親子通所・個別療育を中心にお子さま一人ひとりの発達や気持ちに寄り添った支援を行っていきます。遊びや日々のかかわりの中で、「できた」という経験を積み重ねながら、安心して成
長できる連携を大切にしています。

（別添資料１）

事業所名 マルクリーフ　はなみずき 支援プログラム 作成日

本
人
支
援

・お子さまの生活リズムを整える工夫をご家庭と一緒に考え、提案していきます。
・遊びを通した支援の中で、生活に必要な力をつけるための土台を整えていきます。
・お子さま一人ひとりの発達にあわせて、食事や排せつ、着替えなどの生活に必要な力や生活習慣が身につくように支援していきます。

・お子さまの感覚の特性に合わせた環境設定を行います。
・五感（見る、触る、聞く、匂う、味わう）や体の動きを感じる感覚（揺れる、ぐっと力を入れる）を、お子さまの様子に合わせながら遊びの中で経験していきます。
・ボール遊びやサーキットなどのいろいろな運動遊びを行い、体の動かし方やバランスのとり方、姿勢のとり方について楽しみながら身に着けていきます。

・お子さまの認知や行動の特性について支援者が正しく理解します。
・お子さまの「できた！」「やってみたい！」を大切にし、様々な経験を積み重ねていきます。
・お子さま一人ひとりの認知の特性に合わせた遊びや教材を使いながら、言葉や色・数字といった概念の理解・興味を引き出していきます。

・好きな遊びの中で「わかってもらえた」「この人といると楽しい」という体験を大切にしていきます。
・お子さまに合わせたコミュニケーションの方法を使いながら、伝わったという経験を増やし、お子さまの「伝えたい」という気持ちを引き出していきます。
・スタッフが具体的なものや体験・お子さまの感情などをことばで伝え、物事とことばを結び付けられるような土台を作っていきます。

・ご家族、お子さまが安心できる場所を作ります。安心できる環境の中でスタッフと１対１のふれあい遊びや関わりを通して他者への興味や信頼感を育んでいきます。
・スタッフと「また遊びたい」「楽しい」と思える経験を積み重ねていき、人とのかかわりの基礎を育んでいきます。
・集団生活や社会生活で必要なスキルをお子さまの発達段階に合わせて学んでいけるような支援を行っていきます。

主な行事等

・避難訓練
・季節ごとの行事（お花見・夏祭り・ハロウィン・クリスマスなど）

営業時間

平日・祝日営業

送迎実施の有無 　　　　あり　　　　なし

家族支援

・発達や特性への対応、子育ての困りごとに関する相談を行っています
・実際の場面での様子や支援者とのかかわりを見ていただきながら具体的な支援
の手立てなどをお伝えします

移行支援

･地域の保育園等の意向に向けた相談や、就園・就学先との連絡調整を行
い情報共有を行います

地域支援・地域連携

・在籍されている園や相談支援事業所、保健センターなど、お子さまとご家族の
生活や育ちに関わる関係機関との連携を図っていきます 職員の質の向上

・事業部内研修実施
　（新スタッフ研修、役職別研修、事例検討会、理念研修）
・外部研修やセミナーへの参加

支援内容


